
（
史
料
紹
介
）

東
E
同
文
書
院
大
学
か
ら
愛
知
大
学
へ
の
が
過
渡
期
d
の
書
簡

ー
呉
羽
分
校
長
が
、
帰
国
直
前
の
学
長
ヘ
発
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
｜

こ
こ
に
掲
げ
る
三
点
の
出
問
（
似
に
年
代
順
にA
・
B

－
C

と
す

る
）
は
、
東
語
同
文
書
院
大
学
呉
羽
分
校
（
一
九
四
五
〈
昭
和
二

O
〉

年
の
敗
戦
前
後
の
時
期
富
山
県
に
設
立
さ
れ
た
、
同
大
学
生
の
本
土

滞
留
・
復
員
者
の
た
め
の
校
舎
）
の
校
長
で
あ
っ
た
斎
伯
守
（
の
ち

愛
知
大
学
教
授
。
当
時
の
人
物
に
つ
い
て
は
敬
祢
略
）
よ
り
、
小
川

上
海
の
同
大
学
学
長
で
あ
っ
た
本
間
存

4

（
の
ち
愛
知
大
学
学
長
）

の
東
京
の
留
守
宅
宛
て
に
送
ら
れ
た
、
母
体
と
し
て
の
東
亜
同
文
会

を
含
め
た
同
大
学
の
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
各
種
論
議
・
経

過
を
報
告
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
計
閃
が
山
さ
れ
た
時
期
は
日
本
の
敗
戦
か
ら
、
本
間
ら
が

k

海
よ
り
帰
国
し
た
（
一
九
四
六
年
三
月
一
日
）
直
前
ま
で
に
あ
た

り
、
そ
の
問
本
土
で
は
呉
羽
分
校
の
閉
鎖
、
東
亜
同
文
会
本
部
「
霞

山
会
館
」
の
接
収
（
い
ず
れ
も
四
五
年
十
二
月
）
、
阿
文
会
の
解
散

決
議
（
四
六
年
一
月
三
十
一
日
）
と
い
っ
た
関
連
頂
大
事
が
相
次
い

で
い
て
、
呉
羽
分
校
長
と
し
て
の
斎
伯
の
、
東
亜
同
文
会
お
よ
び
東

亜
同
文
書
院
大
学
を
清
算
す
る
際
の
詰
騰
や
、

H

継
承
学
校
山
を
設

立
す
る
た
め
の
苦
闘
、
さ
ら
に
は
本
間
の
帰
国
を
待
ち
わ
び
て
い
る

仙

隆

郎

心
情
が
、
（
同
封
の
印
刷
文
書
を
合
め
た
）
各
文
而
か
ら
う
か
が
え

よ
う
（
む
ろ
ん
、
本
間
ら
も
上
海
で
東
亜
同
文
書
院
大
学
の
廃
校
と

教
職
員
・
学
生
の
引
掲
げ
に
対
し
て
、
放
々
な
ら
ぬ
苦
労
を
し
て
い

た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
ら
書
簡
が
上
海
宛
て
で
な
い
の

は
、
敗
戦
後
の
混
乱
の
中
、
連
絡
が
全
く
と
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
）
。

本
間
ら
が
帰
国
を
果
た
し
た
の
ち
、

H

継
承
学
校
H
は
幾
多
の
曲

折
と
関
係
者
の
努
力
の
末
、
愛
知
県
豊
橋
市
に
愛
知
大
学
と
し
て
一

九
四
六
（
附
和
二
一
）
年
十
一
月
に
実
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
苫
簡
に
は
候
補
地
と
し
て
盟
橋
市
の
名
は
ま
だ
な
く
、
こ
の
時
点

で
は
大
分
県
別
府
市
に

H

内
定
“
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
こ
こ
で
は
新
大
学
の
仮
称
が
「
東
亜
大
学
」
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
も
予
め
ふ
れ
て
お
い
た
上
で
、
東
亜
同
文
書
院
大
か
ら
愛
知

大
へ
の

H

過
渡
期
の
記
録
“
と
し
て
、
各
人
の
参
考
に
処
し
た
い
。

な
お
、
と
り
わ
け
書
簡
B

に
お
い
て
、
一
部
の
関
係
者
に
対
し
て

い
さ
さ
か
感
情
的
・
批
判
的
と
と
れ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
当
時

の
緊
迫
し
た
情
勢
を
映
し
出
し
て
い
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
と
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考
え
、
あ
え
て
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
ご
理
解
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

表
記
に
つ
い
て
は
願
力
原
文
（
手
書
き
）
の
ま
ま
と
す
る
方
針
の
も

と
、
こ
こ
に
活
字
化
し
た
。
史
料
文
中
の
補
足
・
注
記
は
〔
〕
で

何
人
し
た
（
し
た
が
っ
て
、
文
中
の
通
常
カ
ッ
コ
は
す
べ
て
原
文
に

あ
る
も
の
で
あ
る
）
。

北H
簡
A

説
的
守
よ
り
本
川
台
他
（
刊
行
一
夫
人
）
宛
て

一
九
四
五
年
十
二
月
十
八
日
付

組長~
本谷毛主
ff\J 区虫
界代三三
信 1_
様ギ

IIIT 
F七

}\ 

〔
封
筒
山
〕

神
間
医
西
神
間
二
ノ
七
日
華
学
会
内

東
亜
同
文
古
院
大
学
事
務
所
前
伯
守

〔
以
下
問
行
、
上
海
海
佑
路
の
束
凶
同
文
訂
院
大
学
所
在
地
印

刷
を
抹
消
〕

。
ド

2
1
8
1

ツ
』
ノ
’

t
l
t
y
a
E
l

－
－

〔
本
文
〕

本
問
先
生
御
令
犬
人
様
仰
史

拝
啓
御
無
沙
汰
致
し
居
り
申
訳
無
之
候
本
日
上
海
よ
り
引
揚
げ

た
る
学
生
の
述
絡
あ
り
、
不
取
敢
打
．
泡
御
無
引
を
御
報
告
巾
上
限

き
候
も
詳
細
を
重
ね
て
中
添
致
候

学
内
を
引
揚
げ
ら
れ
一
応
自
然
科
学
研
究
所

（
仰
租
界
）
に
入
ら

れ
候
も
重
慶
軍
の
為
め
に
虹
口
（
ホ
ン
キ
ュ

l

）
の
横
漬
橋
に
あ

る
百
年
曾
館
に
復
員
学
生
三
百
名
と
共
に
移
ら
れ
日
下
食
制
等
の

御
不
自
由
も
な
く
御
健
在
の
由
に
つ
き
御
安
心
被
下
度
候
去
る

八
日
の
第
一
船
で
引
掲
げ
ら
れ
る
予
定
な
り
し
と
こ
ろ
五
千
名
の

乗
船
予
定
を
二
千
三
百
名
に
減
員
せ
し
為
め
第
二
次
か
第
三
次

か
の
船
に
後
廻
し
と
な
り
し
為
め
書
院
関
係
者
は
地
域
外
に
居
住

せ
し
前
記
学
生
五
名
が
急
漣
乗
船
し
得
た
る
の
み
に
御
座
候
上
海

と
鹿
児
島
と
の
往
復
日
数
二
週
間
と
見
て
第
二
船
ハ
本
年
末
に
は

必
ず
到
着
す
る
持
、
若
し
第
三
船
と
し
て
も
新
春
に
は
御
帰
国
相

成
見
込
に
御
座
候
間
五
急
御
子
配
の
上
、
御
帰
宅
御
準
備
の
程
御

必
要
か
と
存
上
候
、
治
安
、
食
糧
共
に
非
常
に
良
好
な
る
由
に
候

附
我
々
の
御
憂
慮
中
上
げ
候
て
と
も
引
に
紀
．
必
に
終
り
た
る
次

第
、
全
く
以
て
安
堵
仕
り
候

－q
．
叫
近
ロ
ー
九
日
k
U引
く
一

持
ち
帰
り
ゆ
る
さ
れ
た
る
も
の
は
三
十
斤
以
内
と
の
由
、
舎
一
は

千
闘
の
み
持
出
し
を
許
可
さ
れ
る
と
の
引
に
御
座
候

小
生
九
月
末
以
来
、
富
山
懸
呉
羽
に
在
り
て
分
校
を
設
け
内
地
学

生
三
百
名
を
収
容
致
し
候
も
食
断
事
情
の
為
め
先
月
末
に
て
打
切

り
一
応
休
暇
状
態
に
入
れ
候
小
生
ハ
校
舎
貸
興
を
海
軍
省
よ
り

受
け
る
為
め
佐
世
保
・
博
多
に
出
張
、
十
一
月
末
、
呉
羽
に
帰
着
、

十
三
川
上
京
、
何
日
川
文
併
に
山
頭
、
一
度
御
何
ひ
山
’
上
皮
存
じ

居
り
乍
ら
寸
暇
も
な
く
失
礼
致
申
候
、
然
る
と
こ
ろ
最
近
に
至
り

て
外
務
省
よ
り
の
示
唆
に
よ
れ
ば
同
文
台
ハ
マ
ッ
カ

l

サ
l

司
令

部
よ
り
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
る
懸
念
あ
る
為
め
白
後
的
解
消
の
方
針

に
決
定
、
従
っ
て
書
院
も
廃
校
と
な
る
重
大
局
面
に
到
着
、
学
生

の
榔
学
処
慣
の
為
め
．
史
に
繁
忙
を
米
し
肘
り
病
躯
の
小
生
と
し
て

ハ
無
理
が
き
か
ず
困
却
致
し
居
り
候
も
本
間
先
生
御
帰
国
ま
で
は

倒
れ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
頑
張
り
居
り
候
、
半
年
し
な
け
れ
ば
お
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帰
り
な
ら
ぬ
と
の
み
恩
ひ
込
み
居
り
候
処
、
つ
い
近
々
御
帰
り
と

分
明
致
し
た
の
で
張
り
つ
め
た
気
も
ゆ
る
み
臥
床
す
る
始
末
に

御
座
候
何
に
し
て
も
誠
に
よ
ろ
こ
ば
し
く
、
九
月
以
来
の
苦
痛
も

急
に
解
け
た
る
ご
と
き
心
地
致
し
候
、
何
れ
拝
闘
を
期
し
度
存
候

も
右
不
取
敢
御
報
知
ま
で
御
免
被
下
度
候

。
同
文
曾
ハ
進
駐
軍
に
借
り
上
げ
ら
れ
神
田
区
神
田
二
ノ
七
日
華
学

曾
内
に
移
鱒
仕
り
候

十
二
月
十
七
日
深
更

斎
伯
守
拝

別
紙
〔
A
・
B

〕

御
手
元
に
御
保
存
、
先
生
に
早
々
お
目
に
か
け
被
下
度
候

〔
別
紙A
〕

作
伴
刀
院
を
内
地
に
作
統
せ
し
む
べ
く
微

h
な
が
ら
努
h
し
米
り
倣
嵯
昨
日
外

務
省
よ
り
型
事
長
の
出
頭
を
要
請
し
来
り
同
文
台
故
に
内
院
の
作
成
に
問
し
て

重
大
な
る
示
唆
を
興
へ
ら
れ
候

仰
て
刷
出
事
長
よ
り
学
校
側
の
態
度
点
明
を
．
叫
求
さ
れ
般
に
就
て
は
熟
慮
の
鮎
川
水

緊
急
の
慮
置
と
し
て
別
紙
〔
B

〕
の
如
き
答
中
を
致
し
候
最
近
賄
事
諸
公
は
静

点
拠
出
中
の
為
め
同
文
台
故
に
舟
院
の
新
方
針
を
新
聞
也
事
曾
に
よ
り
て
決
定
せ

し
む
べ
く
希
望
さ
れ
居
り
候
も
近
衛
〔
文
尉
｝
公
身
・
挫
の
急
変
、
進
駐
軍
の
作

舘
借
上
げ
の
為
め
選
延
を
許
さ
れ
ざ
る
事
態
に
も
逢
着
し
回
り
近
々
近
衛
公
と

理
事
長
と
の
合
日
比
に
よ
り
て
明
確
な
る
態
勢
の
確
な
を
は
る
に

a

全
る
も
の
と
が
ぜ

ら
れ
候
従
っ
て
正
式
の
重
大
発
表
は
梢
々
遷
延
す
る
こ
と
冶
思
は
れ
候
も
不
取

敢
学
生
生
徒
に
到
す
る
措
置
と
し
て
鱒
学
を
勧
嘆
す
る
舟
類
を
急
送
す
る
こ
と
、

致
し
候

尚
本
日
外
務
省
、
文
部
省
に
も
出
頭
の
上
、
直
接
事
情
を
聴
取
仕
り
、
右
の
措
置

以
外
に
心
刀
法
無
き
こ
と
を
確
認
仕
り
候

か
h

る
重
大
事
発
生
致
候
に
就
て
は
呉
羽
に
御
集
合
を
願
ひ
種
々
御
協
議
中
上

度
作
候
も
何
分
交
通
比
他
諸
引
併
を
胤
り
乍
遺
憾
取
止
め
吋
中
候
間
御
怠
見
の

程
折
返
し
御
通
知
被
下
度
佃
願
致
候

・・－t戸－
h 
、

ll{i 
有1

Ji 
ll 

東
組
問
文
書
院
大
学
内
地
分
校
々
長
代
理

殿

粛
伯
守
一
直

追
．
向
不
行
未
榔
俸
給
付
至
急
限
榔
致
度
毎
月
金
額
並
に
月
数
御
報
告
被
ド
度
な

ほ
退
職
予
仲
川
の
本
山
は
後
日
に
選
延
す
る
こ
と
治
相
成
可
為
入
品
中
添
般

本
航
に
封
す
る
御
返
事
は
東
京
都
神
田
．
協
同
神
田
四
ノ
八
前
日
華
学
曾
内

山
水
制
同
文
作
成
制
同
文
岬
院
大
学
引
務
所
兜
に
願k
候

〔
別
紙
B〕

山
．
曲
川
文
命
日
開
山
下
長

東
亜
同
文
書
院
大
学
教
授

段

謂
伯
守

沖
川
師
校

答
申
書

今
般
御
諮
問
制
受
候
点
到
同
文
内
院
大
学
存
庇
ノ
問
．
地
ニ
問
シ
テ
ハ
新
引
態
ノ

発
生
ニ
伴
ヒ
緊
急
ノ
届
置
ト
シ
テ
廃
校
ノ
己
ム
ナ
キ
ニ
至
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
思
考
致

候
似
シ
左
記
希
望
傑
瓜
ヲ
御
参
的
被
ド
ソ
ノ
具
現
ニ
御
描
力
相
開
中
上
皮
刊
紙
ニ

及
作
中
候
也

希
望
条
項

、
向
子
生
生
徒
及
川
卒
業
生
ニ
封
ス
ル
m
m

イ
、
鱒
学
ニ
関
シ
テ

学
部
生
ハ
東
京
産
業
大
型
、
神
戸
経
済
大
学
、
各
地
帝
岡
大
学
経
済
学
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部
、
或
ハ
法
学
部
ニ
、
理
科
生
ハ
東
京
産
業
大
学
部
科
、
神
戸
経
済
大

学
除
科
、
或
ハ
各
地
尚
等
学
校
文
科
ニ
、
呼
門
部
及
北
点
経
済
専
門
学

校
生
徒
ハ
各
地
経
済
専
門
学
校
、
外
事
専
門
学
校
ニ
関
学
シ
得
ル
ヤ
ウ

官
省
ノ
幹
旋
ヲ
願
ヒ
度
シ

口
、
派
迎
生
、
外
地
ニ
父
兄
ヲ
有
ツ
学
生
生
徒
、
間
川
災
学
生
生
徒
ニ
開
シ
テ
打

英
基
金
ノ
設
定
乃
至
育
英
団
体
ヨ
リ
学
資
金
ヲ
受
ク
ル
幹
旋
方
依
頼
致

度
シ

ハ
、
卒
業
生
ニ
側
、
ン
テ

連
絡
機
関
ノ
設
定
ヲ
考
慮
サ
レ
タ
シ
（
現
地
引
掲
教
職
員
ノ
連
絡
モ
亦

此
ノ
機
関
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ト
ス
）

二
、
教
職
員
ニ
封
ス
ル
措
置

ィ
、
退
職
手
仲
間

口
、
解
散
子
岱

ハ
、
現
地
ヨ
リ
ノ
引
揚
旅
費
及
支
度
料

有
ノ
資
金
ヲ
別
途
ニ
（
経
常
世
以
外
ニ
）
設
定
相
願
ヒ
夕
、
ン

二
一
、
残
務
ニ
封
ス
ル
措
慣

同
文
曾
ハ
残
務
担
用
委
員
曾
ヲ
結
成
サ
レ
度
シ
（
同
文
訂
院
大
学
モ
亦
ソ
ノ

残
務
担
理
蚕
此
曾
ヲ
結
成
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
）

四
、
研
究
所
ノ
新
設

同
文
台
関
係
（
山
院
、
省
別
A
K誌
刊
行
作
等
）
ノ
人
ト
物
ト
ヲ
合
流
シ
テ
研

究
所
ノ
新
設
ヲ
実
現
サ
レ
度
シ
、
ソ
ノ
要
旨
左
ノ
如
シ

イ
、
円
的
支
那
研
究
：
・
支
那
知
識
ノ
内
地
へ
ノ
持
及

口
、
財
源
揃
助
隊
剰
金
及
寄
附
金

ハ
、
資
料
同
文
曾
所
属
凶
書
及
館
山
文
庫
、
陽
明
文
庫
、
省
別
全
誌

編
纂
資
料

大
学
及
省
別
全
誌
現
旧
教
職
員

同
文
曾
職
員

ニ
、
研
究
員

ホ
、
事
務
H

へ
、
所
長
大
学
学
長

ト
、
設
立
愛
川
会
ノ
述
急
設
定

五
、
啓
明
書
ノ
授
表

同
文
台
ト
大
学
ト
述
名
ト
ス

書
簡
B

斎
伯
守
よ
り
本
間
喜
一
（
関
守
宅
）
宛
て

．
九
間
六
年
．
川
：
・
ト
．H
付
（
消
印
は
阿
川
後
）

｛
封
筒
表
〕

溢
谷
区
代
々
木
本
町
七
八
六

本
間
喜
一
先
生

〔
封
筒
裏
〕

神
田
区
西
神
田
二
ノ
七
／
日
華
学
会
内

東
京
都
麹
町
区
霞
ヶ
閥
三
J
H
四
番
地
ノ
三

活
東
亜
同
文
曾
業
務
部

電
話
｛
略
〕

振
替
口
座
〔
略
〕

東
亜
同
文
書
院
大
学
事
務
所

〔
本
文
〕

本
問
先
生
台
撃

昭
和
二
十
一
年
一
月
三
十
一
日
斎
伯
守

一
日
千
秋
の
思
ひ
に
て
御
帰
還
を
鶴
首
致
し
居
り
候
処
腎
臓
、
神
経

痛
を
併
発
致
し
難
儀
致
候
間
一
両
日
中
に
一
応
蹄
郷
の
上
養
生
可
仕

拝
眉
を
得
ず
し
て
離
京
す
る
の
己
む
な
き
を
残
念
に
思
ひ
候

津
田
｛
静
枝
〕
理
事
長
退
任
以
来
同
文
会
と
の
拡
佼
は
レ
ル

Jの
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（
傍
山
川
は
原
Z

，

あ
か
ぬ
も
の
に
有
之
、
一
宮
｛
房
治
郎
〕
理
事
長
〔
代
用
〕
と
は
激

論
を
し
た
る
間
柄
に
つ
き
特
に
無
責
任
を
感
じ
肘
り
候
、
宇
治
田

〔
直
義
〕
氏
ハ
同
窓
会
云
々
と
称
し
て
図
書
並
に
剰
余
金
の
横
奪
を

策
し
居
り
最
近
は
他
の
固
体
へ
の
合
流
を
策
し
居
り
候
条
外
務
省

（
久
保
田
事
務
官
）
に
対
し
て
先
手
を
打
ち
置
き
候
条
心
配
な
か
る

ま
じ
く
候
外
務
省
案
と
し
て
ハ
純
正
な
る
研
究
所
の
設
立
を
慾
山

致
し
居
り
候
条
其
他
ハ
認
可
せ
ざ
る
見
込
み
に
御
座
候
研
究
所
案

ハ
牧
田
｛
武
｝
氏
の
手
元
ま
で
提
出
致
置
候
（
人
件
費
二
十
五
万
円
、

経
常
費
二
十
五
万
円
、
開
設
費
十
五
万
円
）
同
事
太
田
〔
英
二
氏

に
御
聴
取
被
下
皮
候
制
学
処
置
ハ
太
田
氏
に
合
計
庶
務
．
般
ハ
行

川
〔
正
一
〕
、
浅
野
〔
巧
戸
、
｝
、
広
江
〔
貞
助
〕
三
氏
に
一
任
致
問
候

条
御
聴
取
被
ド
度
未
着
送
金
の
処
置
は
特
に
肝
要
に
レ
仔
ぜ
ら
れ
候

（
坂
本
〔
一
郎
〕
氏
、
下
関
・
福
岡
両
替
為
貯
金
局
調
査
中
）
清
算

の
厳
重
監
視
は
外
務
省
（
久
保
削
事
務
官
）
に
山
中
込
慣
き
候
も
充
分

御
留
意
被
下
度
願
上
候

学
校
新
設
問
題
に
関
し
て
は
本
年
に
人
り
て
文
部
省
の
な
向
変
化
し

っ
、
あ
り
届
出
制
度
と
す
る
方
針
に
向
ひ
っ
、
あ
る
ら
し
く
同
文

会
へ
も
そ
の
意
向
を
通
じ
置
き
候
も
、
若
し
設
立
の
意
志
な
き
場
合

は
我
々
に
て
設
立
す
る
計
量
に
有
之
但
し
、
外
務
省
の
注
文
と
し
て

ハ
書
院
の
残
篤
と
い
ふ
誠
初
を
残
さ
ぬ
様
に
せ
よ
と
の
引
に
有
之
候
、

候
補
地
と
し
て
ハ
坂
本
長
峰
〔
永
峰
崇
仁
〕
一
両
氏
の
進
一
一
目
に
よ
り

別
府
に
定
め
、
別
府
市
の
奔
走
幹
旋
の
形
式
に
仕
組
申
候
、
問
題

は
資
金
の
獲
得
に
有
之
、
早
急
に
「
東
亜
大
学
設
立
阪
事
務
所
」
を

先
生
お
宅
に
御
指
定
被
下
そ
れ
を
根
城
と
し
て
寄
附
金
の
募
集
に

か
、
る
必
要
有
之
候
但
し
学
生
の
制
学
は
新
設
学
校
の
成
否
如
何
に

不
拘
継
続
断
行
の
方
針
と
な
し
被
下
度
学
生
を
し
て
去
就
に
迷
は

す
こ
と
な
き
様
念
願
仕
り
候

大
学
の
子
第
を
編
成
致
候
も
従
来
の
教
職
日
を
全
部
抱
擁
す
る
に
は

余
り
に
も
彪
大
と
な
り
成
立
不
可
能
に
御
座
候
、
採
用
教
職
員
は
厳

選
さ
る
べ
き
必
要
あ
り
、
準
備
委
員
等
に
加
入
す
る
人
物
に
御
考
慮

を
加
へ
ら
れ
度
候

特
に
御
詑
び
中
上
ぐ
べ
き
こ
と
は
山
征
憾
汀
家
族
へ
の
送
金
事
務
は

〔
氏
名
略
〕
東
京
駐
在
島
記
に
委
托
致
置
き
候
も
同
氏
の
怠
慢
に
よ

り
一
名
に
送
り
た
る
の
み
に
て
他
は
未
処
置
と
相
来
居
り
、
的
て
昨

年
末
附
を
以
て
退
職
を
命
じ
申
候
、

神
谷
〔
組
制
力
〕
氏
は
此
度
の
功
労
に
よ
り
教
授
に
せ
よ
と
中
候
に
つ

き
大
内
〔
暢
一
一
一
〕
先
生
御
依
頼
の
こ
と
も
あ
り
H
つ
先
生
と
の
約

一
品
目
J
V
は
罪
文
」

r
一
：
一
一
公
汁

十
収
．
五
々
を
・
中
立
つ
る
に
よ
り
助
教
授
に
復
活
増
俸
せ
し
め
中
候
も

常
に
策
動
的
に
し
て
終
始
悩
ま
さ
れ
通
し
に
有
之
、

H
疋
れ
全
く
小
生

の
責
任
に
つ
き
平
に
御
詫
び
中
上
度
有
之
小
生
ハ
尤
早
健
康
上
の

隣
人
に
有
之
一
段
落
っ
き
候
節
ハ
御
放
免
被
下
度
御
．
敗
中
上
般
先

ハ
ト
円
安
川
の
み
御
免
被
ド
皮
候
敬
具

文
部
省
ハ
相
－H
心
事
務
官
と
、
モ
と
し
て
交
渉
、

田
中
｛
耕
太
郎
〕
局
長
に
も
面
談
、
阿
部
〔
安
倍
能
成
〕
新
大
臣

以
来
空
気
一
一
朝
、
大
学
建
設
に
は
絶
好
の
機
台
、
な
る
べ
く
川
文

会
と
の
く
さ
れ
縁
は
切
り
た
き
も
の
な
る
も
所
属
の
同
計
が
似
し

き
も
の
に
候

学
校
の
性
格
は
政
治
に
触
れ
る
は
よ
ろ
し
か
ら
ず
と
の
こ
と
に
有

之
、
産
業
大
学
的
な
も
の
と
し
て
英
語
、
支
那
語
を
平
等
に
取
扱

ひ
、
ア
メ
リ
カ
講
座
、
中
国
講
座
を
附
設
す
る
の
が
よ
ろ
し
か
る

べ
し
と
忠
は
れ
候
、

1,;J にお院記念rli VOi.. l.J :iO 

。
同
封
別
紙
〔
書
簡
A

別
紙
B

と
同
一
の
た
め
、
掲
載
略
〕
御
披
見

被
下
度
、



「
東
亜
学
院
」
専
門
学
校
で
も
特
殊

O
大
学
設
立
が
不
可
能
な
ら
ば
、

学
校
で
も
可
、

O
教
員
の
関
職
幹
一
旋
は
文
部
省
に
で
も
考
慮
し
て
貨
へ
る
ら
し
く

改
め
て
御
交
捗
被
下
度

。
太
田
氏
は
早
稲
田
大
学
政
経
学
部
の
支
那
講
座
担
当
の
意
味
に
於

て
講
師
と
し
て
推
薦
致
置
候

書
簡
C

斎
伯
守
よ
り
本
間
喜
一
（
留
守
宅
）

・

L
H
h

、
．
2

二

1
4
L
I
E

－
ヨ

－
／
”
r
J／
f

二
I
F

－
－
t
’

t
l

宛
て

｛
封
筒
表
〕

渋
谷
区
代
々
木
本
町
七
八
六

本
間
喜
一
先
生

〔
封
筒
真
〕

東
京
都
神
田
区
西
神
田
二
ノ
七
｛
改
訂

日
華
学
会
内

湖
東
亜
同
文
台
業
務
部

電
話
〔
略
〕

振
替
口
座
｛
略
〕

｛
本
文
〕

本
問
先
生
台
撃
二
月
五
日
粛
伯
守
拝
啓

O
一
月
三
十
一
日
、
理
事
会
並
ニ
評
議
貝
会
開
催
サ
レ
、
什
解
散
け

清
算
人
｜
学
長
、
牧
凹
理
事
、
林
毅
睦
｛
陸
〕
、
大
西
斉
ノ
四
氏

ニ
指
名
、
（
一
宮
理
事
長
ハ
影
ノ
人
ナ
ル
モ
四
氏
卜
同
格
ニ
テ
列

席
ス
ル
指
名
ヲ
受
ク
）
l

サ
ル
臼
園
際
的
性
絡
ノ
文
化
問
体
ヲ
新

設
シ
テ
後
継
固
体
ト
ス
（
東
方
学
術
研
究
会
ト
仮
称
ス
）
側
解
散

手
中
」
ニ
関
ス
ル
件
ヲ
議
決
サ
レ
申
候

。
同
文
台
カ
ラ
ハ
小
生
共
ノ
希
望
条
項
（
前
便
向
封
〔
書
簡
A

別
紙

B

〕
御
参
照
ノ
コ
ト
）
ニ
対
シ
テ
学
長
ノ
帰
還
サ
ル
迄
留
保
サ

レ
度
シ
ト
ノ
回
答
ア
リ
伺
テ
ソ
ノ
趣
旨
ヲ
諒
卜
シ
テ
静
観
ス
ル

コ
ト
、
相
成
候

O
大
西
氏
ハ
兎
モ
角
、
他
ノ
清
算
人
ハ
小
生
ノ
希
望
通
リ
ニ
相
成
リ

タ
ル
為
メ
（
主
卜
シ
テ
津
田
理
事
ノ
幹
旋
）
一
先
ヅ
安
心
シ
テ
帰

郷
可
仕
候

。
牧
田
理
事
ト
ノ
約
束

l

、
新
大
学
設
立
ノ
際
ハ
図
書
六
万
川
並
ニ
同
窓
ノ
隊
全
（
後

援
曾
？
）
一
二
十
万
円
ヲ
寄
附
ス
ル
様
尽
力
ス
ル
コ
ト

2

、
後
継
圏
体
ニ
注
入
移
譲
ス
ル
金
円
ハ
出
来
ル
丈
ケ
少
ク
シ
、

解
散
手
当
ニ
全
部
ヲ
使
用
サ
ル
ベ
キ
コ
ト
、

O
経
田
町
関
係
ニ
就
テ
ハ
御
侍
一
百
ノ
百
万
円
ハ
準
備
シ
ア
ル
筈
、
未
着

送
金
ハ
当
地
ニ
テ
合
理
的
ト
思
へ
ル
モ
ノ
ハ
ド
シ
ノ
＼
支
擁
実
施

中
、
（
坂
本
氏
、
下
関
、
福
岡
両
替
為
貯
金
局
ニ
テ
送
金
状
態
調

査
中
、
同
文
曾
ヨ
リ
ハ
下
関
ニ
十
五
万
円
納
金
セ
シ
為
メ
専
門
部

関
係
ニ
不
着
ノ
モ
ノ
多
シ
）

O
内
地
曾
計
事
務
ハ
石
川
氏
、
広
江
氏
ノ
協
力
ニ
一
任
ス
、

庶
務
ハ
浅
野
氏
ニ
教
務
ハ
太
町
氏
ニ
一
任
ス
、
坂
本
氏
ハ
専
門
部

長
代
理
ト
シ
テ
学
長
代
理
事
務
モ
兼
任
、

O
縛
学
－
一
関
ス
ル
一
切
ハ
太
旧
氏
詳
悉
、

。
新
設
学
校
ニ
関
シ
テ

〆
長
峰
氏
、
坂
本
氏
ト
相
談
ノ
上
、
別
府
市
ノ
協
力
ヲ
壷
カ
サ

レ
、
上
京
ノ
上
、
意
鰐
ヲ
タ
ぐ
サ
レ
ン
ニ
ツ
キ
、
九
州
ハ
将
来
、

中
国
軍
ノ
進
駐
区
域
ト
忠
ハ
ル
為
メ
、
且
ツ
ハ
地
元
ノ
応
援
ハ
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他
ノ
何
レ
ニ
テ
モ
申
込
ナ
ク
、
又
気
候
温
暖
、
物
資
豊
富
低
廉

ナ
ル
理
由
ニ
ヨ
リ
、
両
氏
ニ
幹
旋
ヲ
委
嘱
ス

〆
一
宮
理
事
長
ノ
郷
里
ニ
ツ
キ
、
一
宮
氏
ニ
花
ヲ
持
タ
セ
、
同
氏

ノ
議
力
ヲ
待
チ
ッ
、
ァ
リ
、
（
名
ヲ
輿
へ
テ
実
ヲ
取
ル
）

〆
外
務
省
、
文
部
省
ノ
意
向
ニ
ヨ
リ
園
際
的
性
格
ノ
大
学
ヲ
企
劃

ス
、
太
田
氏
ノ
原
案
ヲ
採
用

〆
大
学
設
立
般
事
務
所
ヲ
別
府
ニ
設
ケ
寄
附
金
募
集
ノ
述
給
場
所

ト
サ
レ
度
ク

一
泊
加

J
但Jシ
学
生
－
f・
働
揺
ヲ
興
へ
ル
ヲ
オ
ソ
レ
、
太
旧
、
三
好
〔
四
郎
〕
、

長
峰
、
大
本
（
大
木
隆
造
〕
、
坂
本
ノ
諸
氏
ニ
ノ
ミ
打
開
ケ
ン

モ
他
ハ
秘
密
ト
ス
（
妙
ナ
分
子
ヲ
加
へ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
点
ヲ

モ
考
慮
セ
リ
）

〆
官
醸
側
ノ
要
求
ト
シ
テ
書
院
ノ
痕
跡
ヲ
残
サ
ヌ
様
ニ
ト
ノ
コ
ト

ニ
ツ
キ
特
ニ
御
留
意
相
成
度
ク

附
記

。
残
務
整
理
特
ニ
鱒
学
処
置
ハ
一
ヶ
年
ヲ
要
ス
ル
見
込
ニ
ツ
キ
経
費

三
十
万
円
位
が
準
備
サ
レ
ル
答
、

。
学
校
側
カ
ラ
モ
残
務
整
理
委
員
ヲ
加
入
サ
レ
度
キ
牧
田
理
事
ニ
申

込
ア
リ

O
全
教
職
員
ヲ
集
合
サ
レ
ル
必
要
ア
リ
ト
思
召
サ
パ
御
招
電
ヲ
設
セ

ラ
レ
度
ク
或
ハ
一
部
分
ノ
ミ
ニ
テ
モ
可
、

。
小
生
身
体
思
ハ
シ
カ
ラ
ズ
本
夜
出
授
可
仕
、
養
生
ノ
上
」
舟

度
上
京
御
報
告
申
上
度
御
招
電
被
下
度
願
上
候

＊
こ
れ
ら
の
古
簡
は
以
前
、
愛
知
大
学
旧
公
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
本
間
喜
．
関
連
資
料

を
川
大
学
μ
ト
年
史
制
算
事
務
主
（
川
崎
大
学
史
引
防
主
）
に
て
似
棋
剛
山
し
た
も
の
の

中
か
ら
、
現
在
愛
知
大
学
六
十
周
年
記
念
事
業
の
関
係
で
定
期
的
に
来
学
さ
れ
て
い
る

加
藤
勝
美
氏
（
フ
リ
l

ラ
イ
タ
ー
）
が
選
定
さ
れ
た
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
加

雌
氏
に
は
点
心
よ
り
感
訓
山
中
し
上
げ
る
。
ま
た
、
似
杭
用
時
に
と
り
わ
け
日
録
作
成
に

F
A
h
F
 

開
力
的
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
荒
木
亮
子
氏
（
現
性
森
山
c

当
時
臨
時
職
日
）
に
は
、
改

め
て
労
い
の
立
を
哀
し
た
い
。

参
考
・
関
連
文
献

・
「
愛
知
大
学1
1

．
十
年
の
渉
み
i

』
愛
知
大
学
・

4

十
年
史
編
集
委
日
会
、
一
九
ヒ
・
一
年

・
「
東
側
同
文
刀
院
大
学
史
」
大
学
史
料
算
委
此
会
（
附
制
反
会
先
行
）
、
．
九
八
・
・
年

・
『
東
亜
同
文
丹
院
大
学
と
愛
知
大
学
』
全
4

仰
木
愛
知
大
学
東
．
虫
同
文
丹
院
大
学
記

念
セ
ン
タ
ー
（
六
川
γ
出
版
刊
）
、
一
九
九
三
1

九
六
年

・
「
愛
知
大
学
．
h

ト
年
山
人
通
史
料
」
愛
知
大
学
．h
ト
年
山
ん
．
制
纂
袋
U

合
、.. 

0
0
0
年

・
「
愛
知
大
学
小
史
六
十
年
の
歩
み
』
愛
知
大
学
小
史
編
集
会
議
（
伴
出
版
社
刊
）
、

．

J
O
O六
年

（
愛
知
大
学
大
学
史
事
務
室
）

(,i）支持院.1t~ ：：＇主義1 VOL. 14 52 






